
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭和の大合併 

市 制 記 念  大 曲 市 勢 要 覧 1 9 5 4  
昭 和 2 9 年 5 月 3 日 に 6 町 村 が 合 併 し て 誕 生 し た 大 曲 市 の 最 初 の 市 勢 要 覧 。

大 曲 市 誕 生 を 記 念 し て 「 大 曲 市 誕 生 祝 賀 の 歌 」 が 作 ら れ た 。 5 月 1 日 現 在 の

人 口 は 3 6 , 3 6 6 人 、 面 積 9 6 . 5 ㎢ だ っ た 。 翌 年 に 角 間 川 町 が 加 わ り 、 現 在 の

大 曲 地 域 の 広 さ と な っ た 。           昭和 29年  大曲市役所行政刊行物 

市 制 施 行 記 念 事 ム 簿  
昭 和 2 9 年 5 月 3 日 に 大 曲

町 、 花 館 村 、 内 小 友 村 、 大

川 西 根 村 、 藤 木 村 、 四 ツ 屋

村 の ６ 町 村 が 合 併 し て 誕 生

し た 大 曲 市 の 、 市 制 記 念 行

事 に 関 す る 簿 冊 。 市 制 施 行

記 念 に 全 市 民 に 夏 火 鉢 が 贈

ら れ 、 小 学 校 生 徒 、 保 育

園 ・ 幼 稚 園 児 童 に は 紅 白 ま

ん じ ゅ う が 配 ら れ た 。 当 日

は 旗 行 列 ・ 提 灯 行 列 ・ 仮 装

行 列 が 街 中 を 練 り 歩 い た 。  
   昭和 29 年  大曲市役所文書 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↗  市 役 所 あ ん な い  = 1 9 5 4 版 =  
      昭和 29 年 大曲行政刊行物 

↘  大 曲 市 役 所 前  山 形 観 光 キ ャ ラ バ ン  
        昭和 30年 10月 2 日 大曲市役所文書 

SCRAP BOOK  
大 曲 市 内 の 合 併 後 の 各 施 設

の 写 真 を 貼 付 し た ス ク ラ ッ

プ ブ ッ ク 。 市 内 各 支 所 は 旧

村 役 場 の 建 物 。 駐 在 所 や 病

院 、 公 営 住 宅 な ど も 写 さ れ

て い る 。 当 時 は ほ と ん ど が

木 造 建 築 だ っ た 。  
  昭和 30 年代  大曲市役所文書 

式 辞  
1 0 周 年 記 念 行 事 で 読 ま れ た

2 代 目 大 曲 市 長 板 谷 五 郎 左

衛 門 の 式 辞 。 昭 和 2 9 年 の ６

町 村 合 併 と 翌 年 の 角 間 川 町

編 入 を 経 て 誕 生 し た 大 曲 市

の 1 0 年 を 振 り 返 っ て い る 。

こ の 間 、 赤 字 財 政 の 中 で 、

統 合 西 中 学 校 の 建 設 、 大 盛

橋 の 架 け 替 え な ど が 行 わ れ

た こ と が わ か る 。  
   昭和 39 年  大曲市役所文書 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市 制 十 周 年 記 念 行 事 関 係 綴  N o . 2  ほ か  
市 制 1 0 周 年 行 事 と し て 、 N H K 公 開 番 組 「 放 送 演 芸 会 」 や 文 芸 春 秋 「 文 化 講

演 会 」 な ど 、 著 名 人 を 大 曲 に 招 い て 記 念 行 事 を 開 催 し た 。 写 真 は 、 文 化 講

演 会 の た め に 来 曲 し た 小 林 秀 雄 、 今 日 出 海 、 円 地 文 子 、 伊 藤 整 を 囲 ん だ 記

念 写 真 。                     昭和 39 年  大曲市役所文書 

戦後の人々の生活 

SCRAP BOOK  

T he Ob ako conncours AND The 

Sangyo  Sinko  
商 工 課 が 作 成 し た ス ク ラ ッ プ ブ

ッ ク 形 式 の 写 真 ア ル バ ム 。 合 併

前 か ら 開 催 し て い た お ば こ コ ン

ク ー ル や 大 曲 市 産 業 振 興 祭 な ど

の 写 真 。 産 業 振 興 祭 に 合 わ せ て

大 曲 農 業 高 校 の 仮 装 行 列 も 行 わ

れ た 。  
   昭和 30 年～31年  大曲市役所文書 

大 曲 Ō M A G A R I  

 秋 田 県 大 曲 市 商 工 課  
商 工 課 の ス ク ラ ッ プ ブ ッ ク に 挟 ま れ て

い た 大 曲 に つ い て の リ ー フ レ ッ ト 。 市

内 の 祭 り や イ ベ ン ト 、 お 土 産 品 な ど が

紹 介 さ れ て い る 。  
      昭和 30 年年代  大曲市役所文書 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

映 画 の 宣 伝  
      井上一郎写真資料 

商 店 街  
      井上一郎写真資料 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 曲 町 商 工 明 細 図  
昭 和 の 大 合 併 前 の 大 曲 町 の 商 工 明 細 図 。 現 在 も そ の 場 所 に あ る お 店 の 名 前

が 見 え る 。                   昭和 20 年代  渡邊勝巳資料 

大 売 出 し  
      井上一郎写真資料 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

街 角 の 日 常  
      井上一郎写真資料 

農 家 の 食 卓  
      井上一郎写真資料 

駅 電 話 掛
がかり

（ 手 動 時

代 の 交 換 手 ）  
田宮利雄写真資料 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SCRAP BOOK  
鹿 島 流 し や 綱 引 き 、 第 1 6

回 国 民 体 育 大 会 の 写 真 な ど

が 貼 付 さ れ て い る ス ク ラ ッ

プ ブ ッ ク 形 式 の 写 真 ア ル バ

ム 。 写 真 は 諏 訪 神 社 の 「 鹿

嶋 さ ん 」 （ 鹿 島 流 し ） の 様

子 。  
   昭和 36 年  大曲市役所文書 

こ ど も 歳 時 記 2 4  雄 物 川

の 鹿 島 流 し  
大 阪 テ レ ビ フ ィ ル ム 制 作 の

番 組 シ ナ リ オ 。 大 曲 の 諏 訪

神 社 の 鹿 嶋 流 し に つ い て 書

か れ て い る 。 大 曲 市 商 工 観

光 課 が 制 作 に 協 力 し た も の

だ ろ う か 。 商 工 観 光 課 の ス

ク ラ ッ プ ブ ッ ク に 挟 ま れ て

い た 。  
  昭和 30 年年代  大曲市役所文書 

SCRAP BOOK  
重 要 文 化 財 の 古 四 王 神 社 や

丸 子 川 の 風 景 な ど を 貼 付 し

た ス ク ラ ッ プ ブ ッ ク 形 式 の

写 真 ア ル バ ム 。 写 真 は 、 江

戸 時 代 の 本 陣 だ っ た 鞠 水

館 。 県 の 指 定 文 化 財 だ っ

た 。 老 朽 化 の た め 昭 和 4 3

年 に 解 体 さ れ た 。  
   昭和 38 年  大曲市役所文書 

SCRAP BOOK  
大 曲 市 勤 労 青 少 年 ホ ー ム の

竣 工 式 や 石 油 資 源 開 発 の 試

掘 開 抗 式 な ど の 写 真 を 貼 付

し た ス ク ラ ッ プ ブ ッ ク 形 式

の 写 真 ア ル バ ム 。 写 真 は 昭

和 3 7 年 頃 の 大 曲 駅 構 内 と

駅 前 。 駅 前 に は 、 大 曲 工 業

高 校 の 開 校 記 念 の 広 告 塔 が

設 置 さ れ て い る 。  
 昭和 37 年～45 年  大曲市役所文書 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蒸 気 機 関 車  
 昭和 30 年 井上一郎写真資料 

蒸 気 機 関 車  
       大曲市役所文書 

バ ス と オ ー ト 三 輪  
昭和 34 年頃 井上一郎写真資料 

バ ス の 車 掌  
      井上一郎写真資料 

渡 し 舟  
 昭和 30 年頃 井上一郎写真資料 

ト テ 馬 車  
 昭和 30 年頃 井上一郎写真資料 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

我 が 家 の 自 家 用 車  
 昭和 30 年代 井上一郎写真資料 玉 川 橋  

   昭和 49 年 大曲市役所文書 

国 鉄 生 保 内 線 デ ー ゼ ル 化

資 料  
国 鉄 は 、 1 9 6 0 年 代 に 段 階

的 に 生 保 内 線 の デ ィ ー ゼ ル

化 を 進 め た 。 国 鉄 の 近 代

化 ・ 合 理 化 の 一 環 で 、 こ れ

に 伴 い 機 関 区 の 統 合 な ど が

図 ら れ た 。 展 示 資 料 は 、 大

曲 機 関 区 が 横 手 機 関 区 に 併

合 さ れ る 計 画 に 対 し て 、 大

曲 市 長 名 で 陳 情 し た も の 。

生 保 内 線 開 通 に 尽 力 し た 榊

田 清 兵 衛 の 名 前 も 見 え る 。  
 昭和 35 年～38 年  大曲市役所文書 

ア ル バ ム  生 保 内 線 ＝ 田 沢

湖 線 （ １ ）  
元 国 鉄 （ J R） 職 員 だ っ た 田

宮 利 雄 が 作 成 し た 鉄 道 関 係

の 写 真 ア ル バ ム 。 昭 和 3 3

年 の 生 保 内 線 の 各 駅 ・ 線 路

上 の 写 真 や 昭 和 5 7 年 の 田

沢 湖 線 電 化 に 関 す る 写 真 が

中 心 。 昭 和 5 6 年 の 田 沢 湖

線 の 車 体 や 鶯 野 駅 が 写 さ れ

て い る 。  
 昭和 33 年～57 年  田宮利雄資料 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田 沢 湖 線 全 通 祝 賀 会 関 係 書 類  
昭 和 4 1 年 1 0 月 2 0 日 、 念 願 だ っ た 生 保 内

線 が 全 線 開 通 し 、 「 田 沢 湖 線 」 と 改 称 さ

れ た 。 全 線 開 通 祝 賀 会 が 盛 岡 市 で 開 か

れ 、 出 席 し た 板 谷 五 郎 左 衛 門 市 長 の 祝 辞

で は 、 明 治 4 3 年 の 盛 曲 線 期 成 同 盟 会 発 足

以 降 の 関 係 者 へ の 謝 辞 が 述 べ ら れ て い

る 。 田 沢 湖 線 開 通 の 立 役 者 で あ る 榊 田 清

兵 衛 の 孫 が 、 全 線 開 通 を 原 敬 の 墓 前 に 報

告 し た 記 事 も 綴 ら れ て お り 、 盛 岡 と 大 曲

そ れ ぞ れ の 功 労 者 の 絆 を 感 じ る 。 ま た 、

1 0 月 1 日 に は 、 国 道 仙 岩 峠 貫 通 記 念 碑 前

で の 式 典 も 行 わ れ た 。  
         昭和 41 年  大曲市役所文書 

ダ イ ヤ 改 正 関 連 資 料  
東 北 新 幹 線 開 業 に 合 わ せ て 実 施 さ れ た 田 沢 湖 線 の 電 化 工 事 の 完 成 ・ 開 業

に 伴 い 作 成 さ れ た パ ン フ レ ッ ト と 田 沢 湖 線 盛 岡 ・ 大 曲 間 電 化 設 備 概 要

図 。 東 北 新 幹 線 と 特 急 た ざ わ の 連 絡 列 車 時 刻 表 が 掲 載 さ れ て い る 。 当

時 、 乗 り 換 え 時 間 は わ ず か 1 4～ 5 分 、 盛 岡 駅 で 足 早 に 乗 り 換 え ホ ー ム に

向 か う 姿 が よ く 見 ら れ た 。  
                      昭和 57年 11 月  田宮利雄資料 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変わりゆく農村のすがた 

農 民 社 会 （ 一 ）  
井 上 一 郎 が 自 分 で 撮 影 し た 内 小 友 地 域 を 中 心 と し た 写 真 を 、 大 曲 地 域 の 農 民

社 会 に つ い て の 6 冊 の ス ク ラ ッ プ ブ ッ ク に ま と め た 私 製 写 真 集 。 内 小 友 村 の

地 主 で あ っ た 佐 藤 家 の 写 真 と と も に 、 「 農 地 解 放 」 の キ ャ プ シ ョ ン が 付 け ら

れ て い る 。  

ま た 、 農 村 の 女 性 た ち に 化 粧 品 を 実 践 販 売 し て い る 様 子 や 研 修 の 写 真 な ど 、

女 性 解 放 運 動 の 様 子 が 収 め ら れ て い る 。  
昭和 20～30年代  井上一郎写真資料 

農 民 と 社 会  時 代 の 部  
「 農 民 社 会 」 の 続 編 。 写 真 集 で あ り な が ら 、 旧

肝 煎 で あ っ た 井 上 家 の 当 主 と し て 、 井 上 自 身 が

感 じ た 時 代 の 流 れ と 変 化 に つ い て の 記 録 で も あ

る 。 写 真 集 の 中 に は 、 当 時 の 農 村 を 生 き る 人 々

の 姿 が そ の ま ま 映 し 出 さ れ て い る 。     
昭和 20～30年代  井上一郎写真資料 

 
敗戦後の日本は、GHQ の指導のもと農地制度の民主化が進

められ、戦前からはじまった自作農創設の取組みは、昭和 21

（1946）年 10 月に公布された「自作農創設特別措置法」など

により急速に実現し、農地改革が断行されました。この結果、

江戸時代からつづいた地主制度は解体され、農業形態は中小規

模となったため、農業協同組合法（1947 年）の成立により設

立された農業協同組合（農協）を母体として、農村は組織化し

ていくことになります。 

そうした中、農協による共同での機械利用が促進されたこと

で、農村の農業経営においても機械を導入しやすくなり、同時

に昭和 28（1953）年に公布された農業機械化促進法も後押し

たことで、農業経営の機械化が推し進められました。 

一方で、自作農の増加と機械化の波は、江戸時代以前からつ

づく農村の風景や生活スタイルを変貌させ、農村においても新

しい時代がはじまったと言えます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リ ヤ カ ー に 揺 ら れ て  
 昭和 30 年代 井上一郎写真資料 

藁 を 背 負 っ て  
 昭和 30 年代 井上一郎写真資料 

支 払 い は お 米 で  
 昭和 34 年頃 井上一郎写真資料 

田 植 え  
  昭和 40年頃 大曲市役所文書 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

馬 耕 と 耕 運 機  
       井上一郎写真資料 

3 7 市 議 会 会 議 録 そ の 1  
昭 和 3 6 年 度 予 算 に は 無 か っ た

農 業 近 代 化 推 進 費 が 、 昭 和 3 7

年 度 予 算 に 組 み 込 ま れ 、 ト ラ

ク タ ー の 購 入 補 助 や 近 代 化 研

修 の た め の 報 償 費 な ど が 計 上

さ れ た 。  
    昭和 37年  大曲市役所文書 

4 0 市 議 会 会 議 録 そ の １  
大 曲 市 農 業 近 代 化 推 進

援 助 条 例 が 議 決 さ れ

た 。 こ れ に よ り 農 業 者

に 対 し て 近 代 化 の た め

の 指 導 ま た は 助 成 金 が

交 付 さ れ る こ と と な っ

た 。  
昭和 40 年  大曲市役所文書 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭 和 三 十 六 年 度 以 降  表 彰 褒 賞

に 関 す る 綴  
昭 和 3 6（ 1 9 6 1） 年 、 乾 燥 か ら 荷 造

り 入 庫 ま で 施 設 内 で 行 う こ と が で

き る 近 代 的 な 施 設 と し て 、 大 曲 市

南 部 産 米 改 良 組 合 が 大 曲 市 藤 木

に 、 県 内 初 の ラ イ ス セ ン タ ー を 建

設 し た 。 こ れ に よ り 組 合 長 の 川 越

氏 が 秋 田 県 文 化 功 労 者 に 表 彰 さ れ

た 。  
昭和 36 年～37 年  大曲市役所文書 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乗 用 ト ラ ク タ ー の

試 運 転  
大曲市広報写真 A-1-15-2-003 

四 ツ 屋 草 刈 野 の 大 型

コ ン バ イ ン  
大曲市広報写真 S55-15-3-004 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広 報 お お ま が り  第 2 9 3 号  
1 1 月 6 日 か ら 1 2 日 ま で 大 曲 小 学 校 や 大 曲 農 業 高 校 で 行 わ れ た 、 第 9 1 回 種 苗 交 換 会 の

様 子 。 農 機 具 会 場 で は 、 コ ン バ イ ン や バ イ ン ダ ー な ど が 数 多 く 売 ら れ 、 1 週 間 の 間 に

3 0 0 台 以 上 を 売 り 上 げ た 業 者 も い た 。  
昭和 43 年 11月 25 日  大曲市広報写真 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

砕土機(さいどき) 
代掻き(しろかき)のとき、土を砕くために使用

していたもの。馬や牛に引かせながら使った。

ヤマサ工業株式会社が製作・特許を取得したも

ので、主に昭和 10～20 年代に使用された。 

耕運機や乗用トラクターが登場してからは、牛

馬を使った農業が行われなくなり、昭和 50 年

代には完全に姿を消した。 

文化財課所蔵 

石油発動機 
昭和 30～40年代に作成された井関(いせき)農

機株式会社の石油発動機（エンジン）。主に農

業機械で用いられた。 

この発動機は井関農機の耕運機などで使用され

ていた。当時、井関農機はコンバインやトラク

ターのエンジンをいすゞ自動車や三菱重工業な

どから購入していた。そのためエンジン自体は

形などから、おそらく新三菱重工業株式会社の

制作で、「三菱かつらエンジン」と同型と思わ

れる。 

石油エンジンは次第により効率的なディーゼル

エンジンやガソリンエンジンに変わっていっ

た。 

文化財課所蔵 


